








研究目的 

現在札幌市で実施している先天性副腎皮質過形成マススクリーニングにおいて異常児を発

見するため,ろ紙血 170HP 値の Cut-off 値を 5ng/mlに設定している。しかしこの設定値に

おいて再採血率は約 1%近くあり,疑陽性者家族に心理的及び経済的負担がかかりマススク

リーニング上の問題点として上げられる。この Cut-off 値をこえる値を示す要因として,

ストレス,低出生体重及び児の未熟性が考えられる。それゆえこの高い再採血率を減らす方

法として,第一に未熟児,低出生体重児に於て成熟新生児とは別の Cut-off 値を設定する

(図 1)｡第 2 には一律に Cut-off 値を現在の 5ng/ml から 10ng/ml に上げる(表 1)｡第 3 に

170HP の測定とともに他の内因性ステロイドを測定するなどの方法が考えられる。しかし,

第1,第2点とも確診された本症患児がその新生児期にどの程度の170HP値をとるか知って

おかねばならない｡また Cut ｰ off 値を高値に設定ずることで本症患児の見落しは許されな

い。そこで今回我々は他の内因性ステロイドである Cortsol をろ紙血で測定

し,170HP/Cortiso1 比をとることで再採血の割合を減少させうるのではないかと考え,以

下の検討をおこなった。 


